










































































































































写真 l

ケニアにおけるカンュープランテーショ
樹形は良い（カシュー抹提供）

写真2

マレイシアにおけるカシュー栽培試験
樹形は良くない（熱研セ・荒井原図）

写真3

タイにおけるカシュー栽培試験
樹形は良い（熱研セ・荒井原図）

写真4 カシューの実（カシュー鞠提供）
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5 カシューの実を手にするタイの研究員

（熱研セ・荒井原図）

6 カシューナッツの加工工程
左より原料ナッツ、焙煎した原料ナ

ッツ、殻割りした原料ナッツ、 CNSL

（標本場）、剥皮したナッツ（下・右

端）（カシュー掠提供）



写真7

油浴式焙煎の終わった原料ナッツ 剥皮と格付け作業

（ケニア、大型工場、カシュー諒提供） 大型工場、カシュー（株）提供）

写真8 写真11

連続式脱殻機
（ケニア・大型工場、カシュー採提供）

タイにおける原料ナッツの殻割り作業、果
皮に縦の溝をつける（熱研セ・荒井原図）

写真9

殻割りされ殻と核の分離機に運ばれる

原料ナッツ

（ケニア・大型工場笠カシュー採提供）

写真12
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タイにおける原料ナッツの殻割り作業、果
皮を二つに裂いて核をとりだす
（熱研セ・荒井原図）



III . カカオ（豆）の生産と利用

竹下弘夫＊

1. 西マレイシアにおけるカカオ栽培

西マレイシアにおいてカカオは比較的新しい作物である。その最初の商業的な 1930年代

にAmelonado品種を導入して始められた。しかし dieback (Bothyodiplodia th、eobromeによる

病害、葉が縮んで落ち、枝先から枯れ込む）のまん延により不成功に終り、カカオはマレインア

の農業開発の中で優先度の低い作物として位置づけられていた。その後1960年代においてサバ

(Sabah)から、アマゾン上流地域のハイブリドカカオが導入され、このカカオが西マレイシアの

七地条件に適応していることが明らかとなった。さらにカカオがココヤシ園の間作に適すること

が明らかとなった時点でカカオは非常におもしろ味のある作物となりいくつかのエステートがコ

コヤシ園でのカカオの間作を始めた。そして農業の多様化を進める作物として、またココヤシ栽

培の利益を高める作物としてカカオに高い優先度が与えられるようになった。小農もまた政府豆）

奨励によってカカオの栽培を始めるようになり、西マレイシアにおけるカカオ栽培が急速に拡ま

った。現在この作物の栽培は 3種の経営タイプーエステート、小農、 FELDA計画一のもとで行わ

れている。

1975年時点では77000エーカーでカカオが栽培されその半分が小農による栽培でとくに Perak、

Selangor 1'1'1のココヤシ園での間作が多い。しかし幾つかのエステートでは単一栽培が行われてお

り、全面積の13%が単ー味栽培、 87%が間混作であると報告されている 0

西マレイシアにおけるカカオの栽培適地は、この植物が排水の良い肥沃な土地を必要とし、強

風の被害を受け易く日陰を好む性質があるところから、ココヤシ栽培が行われているうちの20万

2千haがカカオ栽培に適していると見られている。マレイシアのカカオ栽培面積は1975年当時

の3万haから現在 (1982)約9万haに増加したものと見積られており、今後の面積拡大の余裕

もかなりあるものと思われる。このような面積拡大を推進する役割を果たしているのは、Coconut

Smallholder's Development Scheme, Agriculture Inputs and Diversification Scheme (AID) 

などであり、前者は世界銀行からの資金をもとに大規模な植栽事業を担当し後者はカカオ栽培農

家に対する肥料、農薬等の補助を目的とし、どちらも小農のカカオ栽培の促進に大きな効果をあ

げている。

ココヤシ園でのカカオ間作に必要なコストは比較的低く、 1978年時点で平均M$350~M$450/

エーカーである。このように必要投資額が比較的低くしかも植付 3年目から果実を着けることが、

＊たけした ひろを 熱帯農業研究センター
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ヵヵ才 となっている。

FELDAはPahang州の内陸部に1600haのカカオ

オイ＇いい 9 ムとは異なった幾つかの問題に当面した。すなわち、カカオの実生苗はゴム平オイル

J~ ーム
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’ヽじ

プロジェクトを始めたがゴムや

ロスを生じたこと、 なげっ

それである。

エステートの間作としてのカカオは最盛期には112lkg/ha程度のビーンを生産する。 収

は403~450kg/haでエステートの約40%であり、生産性の低い理由としては次の事柄があげら

れている。

i) カカオ栽培技術一剪定、

ii)肥料、農薬購入費用の不足

iii) カカオ管理のために十分な労働力が投入されていない

に関する知識の不足

iv)害虫による被害

V)農園の排水不良

小農OJカカオ栽培はほとんどがココヤシの間作として行われている。間作されだカカオが年間

ha当たり約1038kg程度のビーン（ウェット）を生産したとすると、 ドライビーンに換算すると415

kgとなる。ポンド (454g)当たり M$3とすると M$2739となる。ココヤシの収入は M3494程度が

見込まれるのでこれを合計ずると M$3233となる。カカオ生産のためには、肥料代、農薬代、臨時

を必要とするがそのコストは比較的低く、ココヤシ栽培農家にとってカカオ生

産は、安定した高収斌を確保できさえすれば、極めて高い利益が期待される作目となっている。

エステートにおけるカカオ栽培の実例として UnitedPlantationにおける調査結果を紹介する。

United Plantationはゴム園として1917年に始められた英国系の plantationで、 6つの農園延べ

16000haに、カカオ、ココヤシ4000ha、オイルパーム12000haを栽培している。われわれは、

MARDI stationに近い、カカオ、ココヤシ農園の一つを訪ねた。この農園は面積830haで規模は

小さいが、非常に高い収益をあげている模範的な農菌ということであった。ここのヤシ園は既に

50年以上経った丈の高い樹が残っている一方、面積の半分程度は矮性の新品種MAWA注）しこ切り

替えられ生産性をあげていた。この農園はまた MARDIと共同して、ココヤシの選抜試験も行っ

ており、MAWAの母樹園と花粉樹をもちハイブリッドの生産、販売もしているということであっ

だ。

スタッフはマネージャー 1名、監督5名、労務者300名（主としてインド系女性）で、園内に住

宅があり無料で貸与されていた、勤務時間は 6時半~18時、労務者は 6時半~14時、労賃は日冒

8 ~10M$ (収穫時は15M$)である。

収支は、 1ha門たりココヤシでは6000M$の投人に対し2000M$の収益、カカオでは、5000M$の

投人に対し2500M$v)収益が得られるということであった。また、ココヤシとカカオの組み合わせ

は、互に労働ピークがずれており屈用面からも有利であるということであった。

注）従来の tall型に較べて樹高が低く収穫に便利であること、早期に結実する（早いものは 3
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ビ

が困難な場合もあるが、人工乾燥機を用いるためには規模の経済が働らく。このような、小農で

されるビーンの加工上の間題を解決するために、政府は加工センターを作り醸酵、乾燥、貯

蔵を行うこととしている。センターはカカオの品質検査室をもち、品質管理によって国際商品の

レベルに高めることをねらってし'0。マレイシアのカカオの品質を向上させるための加L法の改

とカカオの格付けの確立が当向する最も大きな問題てある。

2. 世界におけるカカオ生産の現状

今世紀に入ってからの世界のカカオ生産の足どりは図 1の通りで、全般的に増加傾向を辿って

いる。 1938~1957年の間に減少、停滞が見られ、これには第二次世界大戦という社会的背景もあ

るが減産の直接の原因としては、 swollenshoot diseaseのまんえん（特にガーナにおける）があ

げられている。 1950年代に入ってガーナとナイジェリアの政府は本病防止のためのプログラムを

立て被害樹を取り除き、高収量新品種を植え、病害防除剤の散布を奨励した。このような努力が

カカオの高価格とあいまって'58~'61の急激な増産をもたらすこととなっ

日本貿易振興会は世界のカカオ豆の生産状況について、分析を行い今後の動回について次のよ

うな予測を行っている。

1984年10月から85年9月の作物年度における世界の総生産鼠は、約180万トンが見込まれ、凶作

となった前年度の約14%増になろう。なかでもアフリカの生産（世界の総生産の56%)は1.2%強

なるものと見込まれ、南米（総生産の28%)アジア、太平洋地域 (10.5%)北米 (5.8%)も増
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図l カカオピーン生産量の推移
資料： 1901·~1963は F. HELMUT WEYMAl¥112)による

1964~1982はF.A. 0. Production year bookによる

産となる見込みである。

国別ではアイボリーコースト（世界最大の生産国）が2年続きの干ばつから回復傾向にあり、

ブラジル（世界第2位の生産国）ガーナ、ナイジェリア、マレイシア、カメルーンなど増産国と

してあげられる。

アジア、大平洋地域の中で、とくにマレイシアはこの 5年間に 2倍に生産菫を増やしているの

が際立っている。（表 1) マレイシアの増産要因は新開地における生産がはじめられたためであ

る。商業ベースでカカオ栽培を手がける国々は47ヶ国にのぼるが、 6ヶ国（アイボリーコー

スト、ブラジル、ガーナ、カメルーン マレイシア ェクアトル）だけで1984年~85年度産品の

80%近くを、上位12ヶ国で92%強を占めている。

1985年におけるカカオ豆の粉砕加工高は、 166万トンと予想し、 1984年と同程度又は、 1983年度

に比べ 1%増と予想している。

1977年から84年にかけて、世界の消費は拡大傾向にあり、その一因は価格が下降傾向ににあっ

たことがあげられる。 1984年には、ベルギー、カナダ、フランス、英国、オランダ、西独、米国

などにおける豆の粉砕加工量も増大傾向にある。

しかし、 1984年からカカオ豆価格が上昇し、 85年度の消費は若干変動があるものと予測してい

る。

1985年におけるココア生産は消費量を約5万8000トン上回ると予測しながらも在庫量は 2年続

けて減少傾向に向っている。
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図2 世界のカカオ、生産量及び輸出量と価格の変動
資料： FAO (1985) 

1984年のニューヨーク、 カカオ豆価格（ニューヨーク巾場で最近 3ヶ月間に成立した先物取引

の平均価格）は 5月の 1ポンド当り 1.19ドルり上限と 7月の97セントの下限との間で変動したが、

年間の平均価格は 1ポンド当り 1.07ドル前後で、 1983年の平均価格92セントを上回った。 85年の

前＇『'0)平均価格は75セントから1.05ドル前後で推移するものも予測している。

侃界におけるカカ は、産地における増産意欲の高まりと共に、需要、供給のバランス

され、消費拡大の方向に向うものと期待されている。

3. カカオの栽培と加工法の概要

カカオ theobromecacaoはその種子からココア (cocoa)や、

を製し、われわれの日常生活にも馴染みの深いものである。

ミン (Theobrornin)と、

られるが、 コーヒー

チョコレート (chocolate) など

ココアには興奮剤としてのテオブロ

ごく少量のカフェイン (caffein)が含まれていて、嗜好飲料として用い

と違うのは滲出液ではなく、粉末そのものを飲むことである。

カカオの名はメキシコ七語から転訛したスペイン名で、中央アメリカのアステカ族や、マヤ族

が、 その木又は実をカーカーアトル、又はカカオなどと称していたのが、 その語源であると言う。

はカカオ豆とトウモロコシを混ぜて褐き、砂糖や牛乳を加えた飲物を愛好していて、 これ

をチョこ］ラトル (chocolatl) と言ったが、 こ1])chocoはカカオ、 lat!は水の意であって、 これが

チョコレートの語源であると言われる。 また、 カカオ樹の学名、 テオブロマ、 カカオはギリシャ

オは神様、 ブロマは食物の意である。

カカオは熱帯アメリカの原産で、南米アマゾン及びオリノコ両河川の沿岸、海抜およそ120米ま
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したことにはじまる。英国では、 1657年にココア

している。カカオ製品の工業化は1728年英国のブリストル (Bristol!)にあったフライ社(Frv& 

co) lごよって、大規模にはじめられた。

ョコレートは1876年、スイスのピータ社 (M.D. Peter)のも

となり、飲用ココアは副産物の扱いを受けていた

、固型チ

カカオ豆生産国は大きく てアフリカ諸国、中南米、アジア 3つに

分けられる。そして総生産試は1985年には約180万トンが予想されている。

そのなかで、アジア、大平洋地域の総生産量に占める割合は10%余で高くはないが、マレイシ

アでは1975年から年々生産量を上げ1980年から 5年間に約 2倍の量に達し、（表 1参照）他の諸国

と異った飛躍的な発展を示している。この事はカカオ産業が、オイルパーム、ゴムなどに次ぎこ

の国の乍要な産業として位置づけられ、優良品種の導入、新しい栽培地の開拓などによって今後

さらに発展し、将来主要生産地となる可能性を示唆している。

l)性状及び品種

カカオはアオギリ科の小高木で多くの枝を水平に近く分岐し、若い枝は褐色で軟毛がある。葉

は互生し、長さ20~30cm、幅 7~10cmくらい葉柄は短い。花は樹幹、側枝など一面に開花しべ

間を通じ5000ヶ以上Il 本、開花するが、 4-~5 ヶ月後結実するのは極めて少く、平均50~70 ヶ／

1本で、多くても100ヶ前後である（表2)

結実した果実をポッドと言い、長さ15~20cm、経 7~9cmの紡錘状で、表面に縦溝と小瘤があ

る。初めは緑白色であるが、後濃黄色となり赤味をおびる。ポッドの内部は 5室に分かれ、 35~50

ヶの種子が粘質なパルプに包まれて入っている（図参照）。

種子は卵形で多少平たく長さ2.5cm~3. 0cm、幅1.5cm内外である。

品種：カカオの品種は変種又は型 (type)に大別されるが、現在おおむね 3つの型に分られる。

（表 3)

（イ） クリオロ種 (criollo)

この型に属する品種はもっとも原種に近く、一般に樹形はやや繊細である。果実はやや小さく

赤色で、殻は比較的うすい。種子はやや球形で断面は白く芳香に富んでいる。

（口） フオラステロ種 (Forastero)

この型の品種は栽培種として最も標準的なもので、樹体の生育早く、かつ多収である。果実は

＊カカオの花は幹や支幹に直接着く幹生花であるが、 cushionsと呼ばれる特定の部位に着く。 cushionsは

形態的には側枝が1玉縮されたものである。
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表2 開花と pods数

資料： The agronomy of the major tropi-
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表3 カカオ豆品種分類表

クリオロ フォラステロ トリニタリオ

クリオロ アマゾン・7ォラステロ ナシ ナール リニタリオ

アマゾン河流域のも
アマゾン河流域のも

ロとフォラス

起 源
のが、中米、西部ベ

アマゾン河上流 のが、エクアドルに
ロの雑種

ネズエラで進化した
入り、進化したもの

1750年頃 1、リニダー

トリニダード島でで

語 源 きたため、 トリニタ

オ

米

培地 エクアドル スリランカ

ニューギニア

束

特
アメロナ ドとフォ

偏平型 ラステロの中間で、

豆 • 生豆は 生豆は濃紫色 ・濃紫色 色々な種類がある

・苫味が少なし 苦味が強い ・花の香りがあ 遺伝囚子が安定して

徴
いなし)

コスタリカ

tな品種
ネズエラ

リJゞ
トリニダード

コロンビア ニューギニア

ラジル(;ゞ ビア） スリランカ

資料：明治製菓、お菓子涜本
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肉厚く、 も深く、 を呈｝る。 とも大きく、いくぶん 匂l ち, 

は である。この型に ヌwo  

（ノ｝ Iヽ］）ニタリオ種 (Trinitario)

クリオロ とフォラステロ種と は（口）に入ってし,jこが％ に多い。

果実はやや小はく、形は あり、表面なめらかなもの し｝゜ ＜ ＼ ; 

る。この外カラバンロ種 (Calabacillo) を大別（［）中に分類することも出来るが、変種が多数あ

る。又カカオと近縁種でカカオと同様に利用される品祠にアリゲ C-•タカカオ、モンキーカカオ、

マウンテンカカオなどがある。

2)栽培

カカオは赤道の南北20度以内、海抜300-~-600米、

じて平均に降ることが必要とされている。又根が比較的浅いため、

ないところが適地とされている。

繁殖は主として実生で行うが、まれ し)られて¥,'る。苗床

で発芽、 4~5ク月後に30~40cmになった幼苗を本畑に植えかえる。

1300皿以上か年間

く、肥沃な強風0)3ら

ると 3週間位

カカオは本来移植を嫌う作物故、アミかご、その他ポットの苗をそのまま本畑 る。植

付距離は通常4.5米間隔で約600本前後/haと

にもうすこし密植のものが多い。

れるがFAOのアンケート結果に見られるよう

カカオの栽培には庇陰樹 (shadetree)の効果が大きい。これは若木を直射日光や、強い風から

守るとともに、気温を緩和し、温度の平均化と併せて落葉によって土壌の物理性、化学性を改善

出来る効果をもっている。庇陰樹としては、ゴムの他豆科の中高木 Gliricidiamaculata, Dadap 

(Erythrina lithosperma) , Pithecolobium (レイントリー）が用し＼られてt)る。

とくに定植後3年位まで直射光を段階的にカットする方策が採り人れられている

カカオの樹は特徴的な分枝をする（図 3)。実生苗の幹は l.O~l.5m 程度で伸長が止まり、 3

~4本の枝を水平に展開する、これを fan又は jarquetteと呼ぶ。次に主幹から側枝が出て第 2次

の主幹となって伸長するがこれも数フィートで伸長を止め fanを作る。実際の栽培では第 2次主

幹で止める。最近は定植後苗木が50cmに伸びたところで摘芯し、数本の chuponを出す方法がとら

れている。

収穫は 4 年生頃から可能で成木は 10~12年経済樹齢は20年から 25年とされているが、 40~5()年

以しも採果することも可能である。

収穫は熟度の揃ったものを鋭利な刃物で切りとる。

病害虫の被害は産地によって異なるが、モスキトウ・ブライト (Mosquitoblight) メクラムシ

科の害虫があげられる。又主として、 MarasmiusPerniciosus、Ceratocyslistimbriateなど0)菌に

より落葉、ポッドの黒変、腐敗落果の被害が大ぎい。

3)醸酵

カカオ豆を調整するには収穫した果実（ポッド）を割り、中の種子のまわりについている粘質
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CHUPON 
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＼ 

JORQUETTE 

―CHUPON 
FIRST CHUPO:¥f 

図3 カカオの分枝 (WYRLEY-BIRCH原図）

なパルプ状の果肉を除かねばならない。

この作業は単に豆を取り出す目的ではなく、豆の成分を酸酵過程で渋味やえぐみを除き、チョ

コレート りのものに転換させる重要な役割を果たしている。

酸酵方法は地域によって異なるが、バナナの葉に包んで積み上げる方法、葉に包みあみかごな

ど容器につめる方法、穴をあけた木箱を禾1」用する箱式醗酵（図 4)浅い木箱を用いる盆式酸酵な

どがある。醗酵過程における豆の変化は次の通りである。
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図4 醸酵箱の段階式配列 (WYRLEY・BIRCH原図）

TO DRIER 

--■1111■.,,m. 

注）醗酵が進むにつれビーンを反転させながら下段の箱に移し（晋通 3回＼通気を良くずる 0

（イ）果肉は約80%の水分を含んでおりアルコール醗酵により、 50℃蔀後の高温になり果肉の細胞

が破れ、果汁が排出される。（口）果汁が排出され終ると酷酸菌により、豆が酸性化される。（ハ）この

過程で豆の蛋白をはじめ成分の化学変化を生ずる。（二）豆の色が変り、しぶみ、えぐみがなくなり、

チョコレート特有の芳香物質が作られる。この醗酵過程は 5日から 6日間で終了する。醗酵を終

えた豆の水分は約55%になる。

この豆をさらに天日又は火力によって水分量を 5~7%前後まで乾燥する。光沢のある

が選別され、袋づめにして輸出される。

4)チョコレート、ココアの製造工程

チョコレート、ココアの_[場における製造工程は次の様である（森永製史KK、大阪）（図

5)。

チココレート・（イ）輸入した豆を倉庫に貯える。（口）倉庫からクリーニングマシンに送り不良果や

異物を選別する。（ハ）ロースターに送り 100℃以上の高熱で焙焼する。このローストによりさらに独

得の香りと風味が加わる。その後急冷すると皮、胚芽がとれ易くなる。（二）ハスカーで砕いた豆（カ
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図5 チョコレート及びココアの製造工程

カオニブス）は産地別にサイロに貯蔵する。（ホ）カカオニブスを夫々の目的 じ、産地別に占賛定

の割合でプレンドする。製品の特色を出す重要な上程である。（へ）配合したニブスをロールでさら

に細かくすりつぶす。 カカオマスには約55%のココアバターが含まれる。（卜）ココアバター、粉糖、

粉乳を混合する。（チ）これを微粒子状にする。（リ）得られたフレーク状のチョコレートを適当な温度

のもとで味の調和をはかる。（ヌ）チョコレートの脂肪分の安定化をはかった後成型する。

ココア・（イ）カカオニブスの配合を終えた（ホ）材料をアルカリで中和する。（口）チョコレートと同じ

く細くすりつぶす。（ハ）カカオマスに含まれるココアバターを約 3分の 2程度取り去る。（二）粒子の

細かい約20ミクロンのココア粉末にする。（ホ）製品として包装する。

5)カカオの利用

カカオはその豆を粉砕して、 チョコレート、 ココアなどに加工するものが最も多いが、 その外

にカカオを含有する調整食料品（カカオと砂糖を混合したもの、加糖品）（カカオと乳製品を混合

したもの、無糖品） などがあり何れも、 カカオ特有の芳香を利用した飲料、 アイスクリームの原

料など利用面は広く、わが国に輸入される量も多い。

-83-



タゞー して石けんの他、

4唸カカオの栽培と環境

カカオ して し叶乍物であると言わ

ある。まだカカオの幼植物を育てるにはか匁り

効果があると言われ、マレイシアではココヤ

な~ ビにも さ訊てt'る。

しかし現地のココヤシ園

あり、庇陰は必ずしも光の制限だけ

陰はカカオの生育環境を総体的な整える

にマバラで（図 6)明る＜、ま

,14 --•7' 
ニーニ' _) 、

り、

されている。

るものではないという感じ

も

定した生育を保証されているという印象を受けた。カカオの生育と

約しておく。
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図6 ココヤシ園におけるカカオの栽植形式の一例 (WYRLEY-81RCH原図）

気温：代表的なカカオ栽培地の年平均気温は22.4~26.7℃、月平均気温は18.8℃から27.9℃に

及んでいる。 Ernholm(1948) はカカオが生長し得る温度は月平均で15℃、最低気温は10℃と結

論している。しかし、カカオが耐えられる限界温度について実験的な裏づけはない。 T.ALVIMは

サンパウロで最低気温の月平均が10℃でも育つこと、一 3°Cで、葉と花の一部に被害を受けたが2

カ月後には回復したことを報告している。

ポッドが成熟するまでの期間は温度によって大きく左右され、ブラジルの Bahiaでは、受粉か
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ら成熟するまでの日数Nは

N=2500/ Cf--9) 

T: 受粉～収穫まての日

はまたカカオバターの組成に影卿し、

つ
ト
6 られる。

を多くし
゜
る

斗

qa
ノ＼`

降雨：カカオの生育地の年間降水菫は一般に、

ビーンの

による年間消失量を

含

っており、

1400~2000mm である。降水量が2500~3000mm を超える場合は、浸水や病気（特にブラックポ

ッド）の発生によって収斌は低下する。また1200mm以下でも地下水位の高い地域、かん水を

っ` る。

降水量の季節的分布は地域によって異なり、収穫ハターン る主要な となって＼ゾる。

風：カカオ して敏感で強風が吹く場所では風よけが無いと育たない。防風樹としては

マンゴ、マラッカアプル (Syzygiummalaccensis)などがよく使われている。風が強すきると

ることがあるが、恐らく強度の水分欠乏、または機械的な障害によるものであろう。庇陰は

防風の役目も果たしており、無庇陰では艇々落葉が生じる。逆に山で囲まれた場所で庇陰なしで

いる例もある。ガーナ及び西ナイジェリアでは12月から 3月にかけてサハラ

から吹<harmattan windsによって減収し、この風を避けるような立地の選定がこの地域でカカ

オを栽培するうえで大切な事柄となっている。

庇陰 (shading); ほとんどの地域で、植付後2~3年は庇陰をせずにカカオ園を設立するごと

は不可能である。この事実から、カカオの幼樹は日陰を好む性質をもつと言われてきた。しかし、

かん水によって水分不良を解消しただけでも、若い苗を無庇陰の状態で育てることができる。ま

た、光強度の弱い所、蒸発散の少い所、例外的に風から完全に守られている所等では庇陰を行う

ことなくカカオ園を設定することが可能である。Bahiaにおける最近の研究から、庇陰は太陽光線

を弱めるだけてなく、樹の周囲の気流の動きを少なくし植物の水分欠乏を防いでいることが明ら

かにされた。

Bahiaの古くからのカカオ栽培農家は 1ha当たり約80本の庇陰栴を植えているがこの地方で

は庇陰樹の間引き (ha当たり25-30本にする）とあわせて肥料を施与することが収量増加に効果

の大きいことが明らかになった。数か所の地区では過去10年間に庇陰の除去と施肥によって収鼠

が2信以「に増加してし）る。

図7はガーナにおける14年間にわたる庇陰と施肥の関係試験をまとめたものである。無庇陰施

肥区は収菫200%に増加したが、約10年間に無庇陰樹の成長は悪化の徴候を示した。これは置換性

塩集の消失、高収量による保留分の枯渇、害虫の多発等多くの要因によるものと考察されている。

しかしこの試験で成長が悪化し始める1965仕には試験区の近くの森が切り払われており微気象の

変化も要因の--つにあげるべきであるという指摘が他の研究者によってなされている。しかし、

いずれにしても庇陰の効果が他の環境要因と深い相互関係をもつことは明らかである。庇陰の効

果が充分に解析されれば庇陰という手段に依らずに、より高い収量を安定して得る方法も見出さ

-85-



3,: 孔00

~3,000 
I 
ゃ

I 
日 2,soo 
;.L 

,¥ 

'17 2, 000 

-17 

や

や l, り00

さ 1,000

~ 
500 

゜8 9 1954/55 

--•-< Farners'Average .,•---.-・_,___ ,,_•-·-,-··"、● -x—--•-· 一X---•-・ベ’
10 11 12 B 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

齢
r
f
1
7
 
桔 1970/71 

図7 庇陰と施肥がカカオの収量に及ほす影響 (AHENKORAHet al, 1974による）
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図8 カカオポッド収量に及ぽす土壌肥沃度と庇陰の交互作用 (ALVIM,1972による）
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れるであろう。図-8 

がら実際的 らは、多くの地域において好ましくない条件

方法である。かえって

えばココじシ園の中にカカオを取り入れるとか、森林を開いてカカオ園を

と レJ を示しだものである。しかしな

させるために

を

る際に

して、例

}

）

 

9

、9
l 、/ を作り出 きであると考え

る。永年作物を組み込んだファーミングシステム、アグロフォレストリーを進めるに当たっlも

をもち、経済価値が高く、小農による栽培が可能である等の条件を備えたカカオは

目ずべき作物の一＾つであると考える 0

生産性と安定性をバランスさせる適当な庇陰の程度を明らかにすること、経済的価値のある庇

陰樹を探索することなどが今後の研究問題であろう。

5. MARDIにおけるカカオ研究の動向

西マレイシアにおけるカカオに関する研究は MARDI(Malaysian Agricultural Research and 

Development Institute)を中心にff-われている。 MARDIはマレイシア農業における重要性等か

ら判断して研究の優先度を定めているが、それによると優先度の最も高いのは稲作であり、これ

に次ぐ第2のグループにカカオ、ココナッツ、野菜、家禽、家畜飼養が入っている。

MARDIにおけるカカオ研究は CocoaCoconut Research Divisionが担当し、 TelokAnson, 

Jerangau等の stationで研究が行われている。ききとりによると、カカオ、ココナッツの研究者

はMARDIに20名居り、そのうち13名がTelokAnsonに居り、 3名が海外留学中ということであ

った。 TelokAnsonでは、品種改良、栽培管理法の他加工法の研究が行われており、 Jerangauで

はカカオと他の作物とを組み合わせたファーミングシステムが研究の中心となってい

MARDIにおけるカカオ研究の概要は次の通りである。

（育種）

育種研究においては遺伝資源の収集に力点が置かれている。ブラジル、コスタリカ等から苗を

導入し、現在800系統を保存している。また MARDIの試験地の間で系統の地域適応試験が行われ

ており、その他多くのエステートを通じて系統の比較試験が行われ、将来それぞれの地域に適応

した品種を育成することを目標としている。これまでに以下の結果が得られている。

(i) ブラジル産の系統を人為交雑したもののうち 3個体が収量、樹勢、豆の大きさ等において

ともに良好であった。

(ii) コスタリカ産の自然交雑からは、ボッド収量が高いもの、大型の豆を産するものなど特徴

ある個体が得られている。

また、幾つかの交雑種についてココア中の糖分について分析が行われている。

（栽培管理）

小農が充分な収量をあげるためには剪定が必要である。剪定は 1年に 1度 (10~11月）に行な

えばカカオの収量を向上させることができる。また、既設園の成株を中間伐採することによって

小農の貧弱なカカオ樹を改良できることがわかった。
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し を

示した。

カカオ

nurse seed 

れている

では 4-~6 か月生の

3 ,~4 

を用し．＼ることが出来るよ弓になったと言う（、また、この

は 5~9 日

グロー人チャン，J心ーが

([)で、カカオ

: Helopeltis 

になり費用も少＜

（メクラカメムシ科、英名は Mosquitobug、

汁し新芽和枯らし、

り相関があり、虫(!)出現のヒーク

させる）について調査し

られなか•")だ。

られた。

レ｝

（毎年10~11月）と降水との間にははっきりし

Eloctron、Unden、Meobalに-)い

0)生物防除につし'ては、蟻の一種DiacarmnaSp. は

ら吸

畠］には正

の

成虫や幼虫 きることが明らかとなった。

花粉媒介昆虫については Helopeltisの個体群との関係について調べられ、その制御に関ずる

見が得られた。

カカオの cherellewilt*とphytophthoraJ>almiじoraとの関係につ¥.>

カカオの樹には少いが、 wiltedcherelleの30%以上はこの菌によって侵されてることが明らかに

された。また Blackpod**に対しても、:0)菌の重要性が認められ Blackpod 

基礎的な研究が始められた。

険酵： MARDIが小規模醗酵用に開発した Traymethodと Box methodと

れ、この菌は

につし‘ふて

し

果、 Tray methodでは70%のビーンが充分に醗酵してl'たが、 Box methodては20%。Tray

methodでは nib(砕l'たカカオ豆）の pHは5.1であり、 Boxmethodでは5.3であった。 Tray

methodては醗酵こ6.5 []かかり boxでは 8~9日かかる。なお、この結果から、小規模実験ては

マレイシアI事のカカオの酸味間題は克服されたと述べられている。同じく MARDIで開発した大

規模醗酵用の Shallow Fermentation methodをエステートで在来法と比較対照した結果、

MARDI法では93%、在来法ては95%が良く醗酵していた。 Nibの最終的な pHは4.9で在来法は

4,8であった。

チョコレートの風味とビーンの成分との関係を明らかにする目的で行った したビーンとし

なし iもJ)とJ刀）比較では、 よって還元朝は0.56から0.06% し• > ヘた。また、 anthocyanm』

* Cherelleはメキシコ、トリダニーの現地語で、一定の人ぎさ以内の末熟史実を指す3 これが膨圧を失
し＼、発育を停止し成釣せいこ黄化する現象を cherellewilt ど二〗う。

cherelle wiltが無けれは果実収量は10倍にもなる計算てあるが、実際には wilt数か多くても収量か
多しば易合がある。

** 13lack podは果文J)様々の発達段階でP.j;almivora Iこよって被害が起こる 0 最初褐色,nF「]形斑点か
出来、ホッド全1本に広かり里色となる。未成熟の果実では腐敗が内部じ）種fにまで及ぶ。西アフリカ
諸国で大被害り出たことがある。
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キァ
ko  

カカオ

theobromine は(L9から1.4%へ、 は4.7から4.8へと

} 2 したサンプルからは 少

なかった。 され大部分のも :J)は以下の属に含まれてし〉た。

Sacd叩 romyc硲，

グループ＼

Rhodotorula, 

及びDef1kenz.こU)ほか 3種類の細薗

Acetobacter. Bacillusが分離同定されてし＼る。

レインアにおけるカカオ

を作成しだ。こ0)表によると1982年こ

るが、世界各国:J)研究動向を見るた

は188編、

亡
J

に及んでいる。最も

多＼ゾ）はブラシ！レて、 ｝イジェリア、マレイシア、アイボリコーストが=れに続い

。
ス・

C、j
ヽ

r¥ テーマは、 に関するものが最も多く 37%を占め、オイルパームの15%に較べ

てはるかに多いc

また、研究の背景となる技術!:の問題点につt'ては1958、'63当時、 FAOがバ：産国に対して1丁つ

たアンケートをとりまとめたものがある。その後20年以上も経過しているが各国の技術間題を通

るここが出来るなど資料的価値があるので付表として掲げておく。

文献

l) HELMUT WEYMAR F. (1968) : The dynamics of the Warld coca market, The M. I. T. 

press, London, 253pp. 

2) (1974) : 

ー，東京， 584pp.

3) KRUG C. A., QUARTEY-PAPAFIO E. (1964) : World cocoa survey, FA  0, Rome, 242pp. 

用樹種． センタ

4) ROHAN T. A. (1963) : Processing of raw cocoa for the market, F. A. 0., Rome, 207pp. 

5) SELVADしRAJ.S (1978) : Agriculture in Peninsular Malaysia, Ministry of Agriculture 

Malaysia, Kuala Lumpur, 222pp. 

6) THOROLD C. A. (1975) Diseases of cocoa, Clarendon press, oxford, 423pp. 

7) WILLIAMS C. N. (1975) : The agronomy of the major tropical crops. Oxford University 

Press, Kuala Lumpur, 228pp. 

8) WYRLEY・BIRCH: Cocoa planting manual, Kota Kinabalu, 91pp. 

g) FAO (1985) : Commodity review and outlook, FAO, Rome, p31~34. 

10) JETRO (1985) : 84-85年の農畜序物の国際需給見通し，農水産月報 No210, 17p. 

11) MARDI (1980) : Annual Rerort. MARDI, Malaysia. 

12)明治製菓K.K. (1978) : お菓子読本，明治製菓 K.K.東京， 33lpp.

13)森永製菓 K.K. (1979) : と飲物のできるまで，東京， 29pp.
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表4 国別、分野別カカオ関係論文数 (1982年分）

育 種 栽 培 土壌肥料 病害虫 酸 酵 経営経済 気候・立地 加工・副産物 総 翌n7しi 国別合口f
'/ I / 、／ ド 4 8 

インドネシア 1 1 2 

レ イ ア 2 6 1 3 3 2 17 

ァ フ リ ヵ 1 1 

西アフ リカ 2 2 

メ ｝レ ン 2 2 1 2 l 8 

ガ ナ 2 3 1 2 1 2 1 1 13 

イボリコースト 3 2 6 2 2 15 

ナイジェリア 1 3 7 4 2 17 

卜 ゴ 十— 1 6 1 l ， 
I 

ボ リ ビ ア 1 1 
.ヽ....

ブ ラ ジ Iレ 1 8 6 7 3 2 2 2 1 32 

|90ー

ス 夕 リカ 2 1 5 l ， 
ド ミ 二 力 1 1 

クアド l 2 3 

ラテンアメリカ 1 1 2 

熱帯ア リカ 1 1 
~ ~ 

メ キ シ コ 1 1 

ン ビア 1 2 l 7 2 13 

ラ ン ス l 

ォ ラ ン ダ I 2 2 

英 国 2 1 3 

世 界 2 2 '" ) ,r ) 11 

中央アメリカ 1 l 

＇プアュギア 1 1 5 1 l ， 
ヴェネゼラ 2 l 3 

フィリピン 1 1 
てャ の 他 1 1 l 3 

分野別合計 12 38 14 70 ， 20 7 ， 10 ＇ ｛ 189 

資料： Abstracts on Tropical Agriculture, 1982年 1~12月。



写真 1 日除け（材料はココヤシの葉）の下
で行われているカカオの育苗（田色
ポリエチレンバッグを使用）。

写真2 若いカカオの樹（植付後50cm程伸び
たところで摘芯している）。

写真 3 カカオの樹に着生する果実（ポッ

ド）。

-91一

写真4 花と若いポッド。

写真5 収獲したポッドとそ
の中味

写真6 ココヤシの下に栽培
されているカカオ
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PEm; 

VEJ¥ 

EZL:EL/¥ 

:vlEXICO 

Criollo, 

Calabacillo 

Good soils rich in!Black pod;1Estaciiin E、xperi-Rehabilitation of 

nitrogen and! witches', mental de Tingo old plantations; I 

加 tassium. !broom; Ccr-Marfa. control of dis-i 

: i ato,yslis Jim- eases and pests. ! 
f briata. I 
!Heavy marrne Pod rot; Agncultural . Improvement ot 

iclays; rainfall witches'Experiment Sta-!drainage: irriga-

! l.IUO mm; 600/700 broom; thrips; tion, Paramaribo;:tion: desalination; 

trees per ha; per-cocoa beetle. extension services,soil conservation 

manent shade pro- provided. and rnechamza-

vided: prunrng tion; control of 

done; fertilizer use diseases and 

limited. pests; breeding. 

improvement of 

processmg 

Sandy deep allu-Black pod; Cocoa stations at; Low yields: dis-Study and control 

vial soils; average Monilia; pod Ocumare de la eases and pests; of Ceratucyヽtis

rainfall 2,000 mm; rot; witches Costa; Bar-- poor quality of五mhriata

spacing 3 x 4 m; broom; trunk lovento; processed beans 

permanent shade necrosis; Caucagua; 

provided; pruning Steirastoma Tunapuy, Edo.! 

applied, but no fer-breve; ants; Sucre. Extensioni 

ilizer. aphids. orgamzed 

North 

and 

Central 

America 

COSTA Trinitario; volcanic alluvial Black pod; IAIAS, Turrialba; Black pod, 

RICA various soils: spacing 4X Ceratos/omel-Estacion Experi-Ceratoslomella; 

clones•1 m under perma-la sp.; cushion mental de La cushion gall; reha-

nent shade; light galls; leaf-Lolla; Estacion bilitation of old 

pruning done; lit-sucking and Experimental de plantations 

tle fertilizer used. cutting Los . Diamentes; 

insects. efficient extens10n 

service 

Forastero; Alluvial soils; Thrips; black Estacion Experi-Lack of improved 

Criollo and average rainfall pod; Ceratos-mental Rosario, planting material; 

mixed 2,160 to J,800 mm; tome/la sp. Izapa; extension improvement of 
. 4 -spacmg or a m organized. processing, con-

square; permanent trol of black pod 

shade provided; 

little pruning; very 

little fertilizer 

applied. 

PANAMA IForastero !Red and dark yel-Black pod, Extension ser-jLack of improved 

(Calabacillo) low deep alluvial Collectotri-~vices organized.'planting material, 

soils and dark chum and 
．． 
11mproved 

brown clays; aver-Cort I c I um I plamtaion man-

age rainfall 1,282 spp. 
I 
I agement; process-

mm; spacing 4 to 6 mg 

m; no fertilizer 

applied; no prun- I 
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G

Lack of improved 

plant material, 

improvement in 

soil fertility; con-

trol of pests and 

diseases 

Gt'ADE- Trinitario; 

LOUPE Forastero 

I--IAITI 

。r 
e
 
t
 
s
 
a
 
r
 

）
 
（
 
F
 

？
？
？
~
~
？
と
~

Light or heavy Black pod; Institut des fruit Rehabilitation of 

volcanic soils; termites; et agrumes old plantaitions: 

average rainfall, borers; rats coloniaux, (lFAC); poor general hus-

1,480 to 3,000 mm; extension by bandry; disease 

limited pruning Department of and pest control. 

d one; no fertilizers Agiculture. 

applied 

Latos o Is and Thrips, birds Markfranc Ex per-Lack of improved 

black soils; aver-and rats; imentStation,Jer-plant material: 

age rainfall 1,700 black pod; emie, with substa-rehabilitation of 

to 3,120 mm: spac-anthracnose; lions; Extension old pla叫 tions,

ing 2 x 1.5 to 3 or pseudo organized. control of cherelle 

14m臼 permanentwitches'wilt:  rodents: poor 

!shade proveded: broom. processing and 

lno pruning; ferti- lack of training 

, lizers not in gener-

I 
facilities. 

al use. 
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JA¥L'.lCA)Forastero iGood soils; aver•IBl ぷ ck pod; Covered by Erosion; unsuit•/ 

i and Trinitar-1 age rainfall. 1.000[ fiddler beetle: Regional able I oca ti on;! 
I 

/io selection ,mm to over 2,500[rats. Research Center, black pod; ¥ 

I I mm; spacing'l·• x I 1 

！ I 
.. ,、

； 
Trinidad; locally、improvement ofi 

叩 ・mrecommend」
I 

Crop Agronomy quality of prod 

叫： under perma-f Division of Minis-uct. 

nent shade, try of Agiculture 

extension service 

MART!'.¥:l-1 For aster o; I Direct seedin叫Black pod;IIFCC in collabora-/Jmμrovement of 

QUE T rini tar i o; 12.l x 2.4 m; perma-1coccids; 

Trinidad nent shade; aver-thrips 

clones 

tion with 

!FAC. 

processing 

methods and hus-

bandry; rehabili-

tation of old plan-

tations. 

TRINIDADITrinitario 
I 

age rainfall 1,500 

to 3,000 mm, 

organic manures 

and fertilizer 

applied; no prun-

ing. 

Montserrat andlCocoa thrips;!Regional Rehabilitation of 

Brasso clays; silty beetles; black/Research Center old plantations. 

clay and clay pod; lof University of control of pests 

loams; Moruga witches'brom,.the West Indies; and diseases, 

Io am: rainfall and se,,eral field especially black 

between 1,270 and 

Africa 

3,000 mm; spacing 

3.6 x 3.6 m; perma-

nent shade pro-

vided; pruning 

undertaken, 

manures and ferti-

lizer applied. 

1tnal stations. pod, witches・ 

broom and thrips, 

lack of nutrition 

studies. 

AN(;OLA I Forastero ¥Sandy or heavy!Capsids and I No facilities exist I Improvement of¥All fields of cocoa 

clay soils; spacinglfungus dis-

3 to 5 m門perma-I eases 

nent shade; prun-

ing done; no ferti-

lizer applied. 

general manage-I cultivation 

ment; control of 

pests and dis• 

eases 

CAMER-jForastero;IRed clay and I Black pod:IStation exper-1Pest and disease 

OON Criollo; andlbasaltic soils;lcapsids 

hyhrids average rainfall 

2.500 mm; spacing 

3 x 3 m; permanent 

shade provided; 

pruning done. 

imentale du control; lack of 

Centre de improved plant 

Nkoem¥'one, near material; im-

Ebolowa; Centre proved extension 

de recherches service: impro¥'ed 

agronomiques, procceing. 

Nkolbisson, near 

Yaounde; exten-

sion organized 
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I 
Com;o IForastero ， 
(BRAZ- I 
I ZAl"lLLE) i 
I 

Metamorphic and Pod rots; cap-I Technical adYice Poor general hus」
lnonmetamorphic sids. !from~koemvone bandy: pestゞ and[

I sedimentarv soils; !Station. Carner-diseas侭

avera区e ramfall loon: extension 

1.500 mm; spacmg I organizE•d 

3 :< 3 m: permanent 

shade provided 

CONGO !Amazon; For-lLateritic sandylRoot diseふ diヽいC,Yangambi,limprovement of 

(LEOPOL-[astero 

DVJLLE) 

clay; a,・erage rain-'collar crack; with substation; general plantation 

fall 1,250 to 1,852 tbread blight; extension orga-management; lack 

mm; spacing 3 x brown and nized. of improved plant 

麟 0m for seed-black pod; matenal 

lings. wider for capsids: 

cuttings; perma-borers. 

neut shade pro・

vided; no pruning; 

fertilizer little 

used 

DA -- fForastero; Alluvial soil, Unidentified Niaouli Station Diseases and 

HOMEY Isa。Tome; pests; lack of tech-

1Soconusco nical klowledge. 

I GABON Forastero Ferruginous soils; Black pod; AdYice received Need for improve-

average rainfall brown pod; from Nkoenll'one ment of soil fertil-

1.700 mm: spacing ca psi d s ; and Nkolbisson ity; lack of better 

:l x :J m; permanent I borers 

shade provided; 

pruning recom-

mended. 

Stations; Camer-1plant material, 

oon; extension diseases and 

organized. pests; poor har• 

vesting and 

processmg. 

GHANA [Forastero Upland sedentary I Swollen Cocoa ResearchlSwollen shoot;ITechnical ad¥'lce 

LVORN 

COAST 

: soils; average shoot; cap-Institute of capsids; black Ion research 

rainfall between sids; black Ghana; Bunso pod; rehabilita-

1,300 and 1,800 pod; diebacks. Plantation; many tion of old farms; 

mm; spacing irreg-

ular; plant popula-

tion 900/2,500 per 

ha; no general use 

of fertilizers: per-

manent shade proわ

vided, 

For aster o; I Schists, granitic I Swollen 

field trial stations; genera I h us-

well organized bandry improve-

extension service. ment 

!FCC; Divo Experi-lRehabilitation of 

Trinitario land sandy soils; shoot; black ment Station; old plantations, 

average rainfall pod; thread extension orga・capsicls and swol・ 

1.:161 to 1,906 mm; blight; cap• nizecl. len shoot disease. 

plant population sids; monkeys 

900!2,000 trees per and squirrels 

ha; permanent 

shade; fertilizers 

recommended. 
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てー I Sandy loams; allu-Ambrosi a Central Agricul-Lack of oヽilsur-1 As,;istance in soii I 
vial and lateritic beetle: cap-tural Experiment i,・eys; pest and dis-! surヽeys:pest and 

ベoils; aYeragc sids and Station, Suakoko,iease contrtll:lcliseaさe control 

rainfall 2,000 toimea!ybugs: and substation atipr()cessing and!and procesゞng

3,000 mm; perm a i black pnd Las Palm as; I grading problems. 
i ・nent shade pro・ extension work i 

videcl: pruning orgarnzed 

done. 

'.llADAGA—ICriollo; For-Alluvial soils; Black pod;1Ambanja Station Lack of improved 

SCAR astern average rainfall thread blight. iof !FCC. Extensionμlanting material; 
I 

2,200 mm; per- 1serv1ce provided. poor processing 

menent shade pro・ 1

vided; no pruning. I 
I 

;',;!GERL". For企 tern !Soils overlring Caps ids; WACRI (J¥igerial Rehabilitation ofl 

(Western !crystalline rocks s w o I 1 en and (;ambari old plantations; 

Region) [or firm sedirnen-shoot; black Experiment Sta-lack of improved! 

tary rocks; rain-:pod. tion, Department plant material;! 

fall between l,220i of Agriculture: control of pests: 

and 1,575 mm;! ff・ • ・ e 1c1ent extension; and diseases: 『

spacmg irregular; service. : quality improve-1 

little or no shade; I ment. 
limited pruning; 

no general use of , 
I 

, fertilizer. ! 

Rfo "v!UNil"Amelonado Volcanic clay or Xyleborus and 
I 
ID or ad o " ; stony and lateritic Helo p It is: 

:"Arnelonado soils; rainfall 1,200 rodents: black 

Rojo・・: Criollo to 3,000 mm; spac-and brown 

ing 3 x 3 m; perma-pod diseases; 

nenl shade pro-anthracnose 

vided: prunrng 

practiced and fer-

tilizer applied. 

SAO Several vari-Volcanic soils; Thrips: black R es e a r c h 

TOME eties (Foras-average rainfall pod; swollen envisaged; exten-

tero, etc.) 2,000 mm or more; shoot ston conducted 

low rainfall areas 

irrigated; 600/ 

1.000 trees per ha, 

permanent shade 

provided; pruning 

done: no general 

use of fertilizer. 

Lack of improved 

plantation man-

agement 

SIERRA IF orastero 

LEONE 

H ydromorph i c I Black pod 
fine sandy loams 

and deep lateriticl 
I 

gravel; average 

rainfall 2,700 mm. I I 

Kpuabu Experi・Black pod; rnon• 

mental Station: key damage; poor 

extension work farm sanitation. 

orgamzed. genera I h us-

bandry 
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t「(;;¥".'!JA

ZA~ い一

ZIBAR 

and 

PEMB:¥ 

IN 

lJONESJA 

[Colluvial or allu-;Capヽidヽ: I Station de recher-:'¥laintenancc 

! vial soils; rainfall! swollen [ ches, Tove; e入ten-ioid
I [ i,200 to 1,600 mm;1shoot: black I sion sen-ice prn-1 control of 

I 
I・  ・ i  I'  1 spacing llregular;, p o d a n d I vided島

！ 

land diseases: 
I 
'permanent shade;, thread blight 
I 

I improvement 

I pruning clone; no! 
I I 

;processmg 

: fertilizer applied' 
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secondary forest 

soils; average 

rainfall l.140 mm, 

shade not prefer-

reel on the better 

soils; windbreaks 

[Kawanda Agri-Fermentation 

; cultural Research problems 

Station: Kituza 

Coffee Research 

Station; extension 

organizPd. 

essential 

Sandy to heavy! Fungus dis-I Kizimban, 
叩 ls: aYerage ease of pods Agicultural soil improvement;! 

rainfall 1.600 mm; (not Phyto-Experiment Sta・ jpoor processing 

spacing 3.6X3.6 m; phthora) tion , Zanzibar. 
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ーーa
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t
 
s
 
e
 
p
 

temporary shade 

later remo,・ed. 

3.6 and 4.S m'; per-leaf hoppers; 

manent shade pro-pod and bark 

vided; pruning borers; cater-

done and fertilizer pillars 

and substation: 

Y!a tang at wan i 

Agicultural Sta・ 

tion. Pemba; 

extension service 

provided 

South-

east 

Asia and 

Oceania 

CEYLON ITrinitario I Red heavy lo;,ms; Black pod: Cocoa Research Rehabilitation of Yield decline and 

gray brown loams; s w o I I en Station, Kun-old plantations; swollen shoot dis-

average rainfall shoot; sickle dasale; extension choice of suitable case. 

over 2,000 mm; leaf disease; work organized. soils; lack of bet-

spacing between Helo加 ltis; ter planting mate-

nal; control of 

diseases and 

pests; fertilizer 

application. 

recommended 

Trinitario !volcanic ash and Black pod: Belai Penjelidi-Diseases and 

Lahar soils; aver-capsids; pod, kan Perkebunan pests; rehabilita-

age rainfall 1,847 stem and Besar, Bogor tionofoldplanta-

to 2,119 mm; spac-branch 

ing 4 x 4 m; perma-borers 

nent shade pro-

vided; pruning 

done; some ferti-

lizer used 

(with branch叫tions
Djember); Field 

Experiment Sta-

tion, Kedungpani, 

Cocoa Experi-

ment Station. 

Bedji. 
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l¥l入L,¥y 

SL¥ 

Ma位)'(I

~、:ahah

PHIL! 

PPlt-:ES 

WEs・t 

ER"i 

SAMOA 

¥'![;-[' 

i'sAM 

I clay or sandy clay Black pod: Jerangau 
!loams and alluvial Heioj!eitis ment Station: 

[clays; average r恥 obromae:dang 

rainfall :1,000 mm: mealybugs. Station, 

spacing L!、><2.'lm; いorgamzed

permanent shade 

left: pruning done 

and fertilizer 

application recom-

me叫 ed.

Forastern ,Alluvial and vol- しocoa Hesearch Pests and dis-I 

came soils; perma- Station, Quoin eases: severe: 

nrnt sbade pro- Hill. defoliation. 

vided. 

/criollo Clay loams; loams; Capsids; College of Agri-Pests and dis-General agron 

! alluvial soils; etc.; borers; black culture: Central eases; soil fertili-omy: rehabilita・

, spacmg 3 x :l m; pod; brown Experiment Sta• zation. tion: disease and 

permanent shade bark rot; pmk tton of University pest control; 

provided; pnmmg disease and of philippines. breeding; process・

1 done; fertilizer thread blight. Laguna; extension・  
r mg. 

applied. program orga・

nized. 

IF u raster o Stony and boul-Black pod; Nafanua Agricul-Poor crop man-Propagation; fer-

tand Criollo clery clays: aver-leafeating tural Station, agement; pests tilizer use; fer-

I hybrids age rainfall 3,000 insects; pinkじpolu,and three and diseases; mentation and 

I mm; spacing 4.S x disease and substations weeds: lack of im-drying 

l.5 m; shade pro-root disease. proved plant 

vir.led and prunmg material 

done. 

Fornster。 !Alluvial and red Black pod Extension orga-
ba sa I tic soils; lnized. 

average rainfall 

2.000 mm: inter-

planted witb fruit 

trees; at higher 

I 
altitudes perma-

ロ；'.d.shade pro-1 
________ L ____一•一-~
芹礼斗： World cocoa survey F.A.O. Rome 196'! 
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参考資料2
A. チョコレート及び砂糖菓子 1人当り年間消費量（国別年別）

単｛立：

1982年 1983年

国名
ョ； ：c',,ート 砂糖菓f ；1十 /- ・・i・ iii 

7 1 5.8 12. 7.1 5 7 12.8 

4.1 3.9 8.0 4.0 :3.9 7.9 

6.9 2.5 9.4 

3.7 7.2 4.2 ll.4 

デン 5.0 5.2 5 l HU  

3.9 .7 3.4 :3. 7 7 1 

ー101ー

フ ラ 4.8 3.2 4.7 2 9 7.6 

5.6 6.5 12.l 

イ 夕 3. 1.3 2,0 3← 3 1.4 2.1 3.5 

亡Ii, 2.6 l. 3 1. 3 2.6 l.:l 1. 2.5 

5.4 10.2 4.4 5 7 10.1 

.) r .) " 11. 7.5 3.9 11.4 

スエ 3.6 4.1 9. 5, 3.8 3 

ス 3.0 13.4 9 9 2.9 12.8 10 0 2. 12.8 

11. 9 5.1 12.6 7.8 4.8 12.6 

ア メ 7.2 3 () 7 4 4.2 C)J.') ~ 8.1 

4.3 2.2 4.1 

注） 「チョコレート」は加糖ココアを含む。※アメリカはチューイングガムを含まず、 また分類の違いがあって五十があわない。

資料：国際ココアチココレート協会

国際製菓協会



B. 醗酵前の豆の成分組成（西アフリカ豆）

Constituent Dried beans 

Cotyledons 

Shell 

Germ 

Fat 

vV ater 

Ash(total) 

Nitrogen 

Total nitrogen 

Protein nitrogen 

Ammonia nitrogen 

Amide nitrogen 

Theo bromine 

Caffeine 

Carbohydrates 

Glucose 

Sucrose 

Starch 

Pectins 

Fiber 

Cellulose 

Pentosans 

Mucilage and gums 

Tannins 

Acids 

Acetic (free) 

Oxalic 

資料： FAO (1963) 

89.60 

9.63 

0. 77 

53.05 

3.65 

2.63 

2.28 

1.50 

0.028 

0.188 

1. 71 

0.085 

0.30 

Nil 

6.10 

2.25 

2.09 

1. 92 

1.27 

0.38 

7.54 

0 014 

0.29 

c. カカオ豆の成分組成（加工原料）
--一r

外皮 11% 炭水化物ロ2匹.綺胚芽 1 // r糖質

ニブス 88 II i繊維
水分 5 // タンニン

脂肪 53 I/ テオブロ

蛋白質 12 // 灰分

資料：森永製菓 (1978)

-102一

（単位：％）

Fat-free material 

6.07 

5.27 

3.46 

0.065 

0.434 

3.95 

0.196 

0.69 

Nil 

14.09 

5.20 

4.83 

4.43 

2.93 

0.88 

17.43 

0.032 

0.67 



Water 

Albuminoids, astringents, etc 

Glucose 

Sucrose 

Starch 

Nonvolatile acids (like tartaric) 

Iron oxide 

D魯ココアパルプの成分組成

Salts (potash, soda, calcium and magnesium) 

V o!atile acids 

Alcohol 

: FAO (1963) 

-103-

Average content 

（％） 

80-90 

0.5-0.7 

8-13 

0.4-1.0 

Trace 

0.2-0.4 

0.03 

0.4-0.45 

Nil 

Nil 



参考資料3.

日程

9 (Mo. l Tokyo------K叫 aLumpur 

10 (Tu.) K. L. ----・-J alan Kebun 

MARDI, J alan Kebun Station 

MARDI H. 

11 (We.) K. L. -Telok Anson 

United Plantation 

12 (Th.) T. A.----K. L. 

MARDI, Telok Anson Station 

13 (Fr.) K. L. ---Serdang 

MARDI, Miscellaneous Crops Division 

14 (Sa.) Observation at the Central Market. K. L 

15 (Su.) Field trip in suburd K. L. 

16 (Mo.) K. L. --Kuantan 

17 (Tu.) Kuantan-Sungai Baging-----Kuala Trengganu 

MARDI, Sungai Baging Station 

18 (We.) K. Trengganu-―J erangau--Kuantan 
MARDI, Jerangau Station 

19 (Th.) Kuantan---K. L. 

20 (Fr.) K. L. --Serdang, PORIM & Oil! Mill 

21 (Sa.) Field trip in suburb K. L. 

22 (Su.) Meeting with TARC staff members 

23 (Mo.) Kuala Lumpur--Bangkok 

24 (Tu.) Bangkok 

Japanese Embassy 

Department of Agriculture 

25 (We.) Bangkok 

Field Crops Research Institute 

Horticulture Research Institute 

26 (Th.) Bangkok--Khon Kaen 

27 (Fr. Khon Kaen---Kalasin 

Kalasin Field Crops Experiment Station 

28 (Sa.) Khon Kaen―Bangkok 
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29 (Su.) Field trip in suburb 

30 (Mo.) Bangkok・--Chantaburi 

31 (Tu。) Chanthaburi~~Rayong 

Plew Horticulture 

1 (We. Rayong---Bangkok 

Station 

Huai Pong Field Crops Research Center 

2 (Th.) Bangkok 

3 (Fr.) 

4 (Sa.) 

5 (Su.) 

6 (Mo.) 

7 (Tu) 

DoA, Oil Seed Laboratory 

Meeting with TARC staff members 

Field trip in suburb Bangkok 

Observation at the food market, Bangkok 

Department of Agriculture 

Bangkok-Tokyo 
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Telok Anson Station 

United Plantation 
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Jalan Kedun Station 

Jerangau Station 

Sungai Baging Station 

MARDI H. Q. 

PORIM 
HA VYS OIL MILL 

マレイシア
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Kalasin F. C. E. 8. 

Department of 
Agriculture 
Agri. Chem. Div. 
Hort. Res. Inst. 
Field Crops Res. Inst. 
Oil Seed Lab. 
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Plew H. E. S. 

Chantaburi 

Rayong Field Crops Res. Cent. 

',, 夕 ィ
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